
金
滞
古
蹟
志
巻
占
ハ

せ
ざ
れ
ば
、
用
助
の
子
孫
・
な
る
事
詳
か
た
ら
宇
。
按
宇
る
に
J
ニ
蜜
記

に
、
寛
永
八
年
四
月
金
海
火
災
被
内
等
炎
上
の
時
、
関
東
よ
り
の
上

使
徳
山
五
兵
衛
・
桑
山
左
衛
門
の
雨
入
金
津
到
着
陀
付
き
、
甫
町
金

屋
忠
左
衛
門
家
に
按
宿
を
設
け
た
る
よ
し
載
せ
た
り
。
此
の
時
南
町

は
片
側
焼
け
磁
る
故
に
、
忠
左
衛
門
家
は
無
難
た
り
と
あ
り
。
此
の

時
の
甫
町
は
則
ち
金
谷
の
地
に
あ
り
し
頃
た
り
。
さ
れ
ば
右
忠
左
衛

門
は
忠
兵
衛
の
先
極
左
ら
ん
か
。

。
御
披
後
町

三
盈
記
に
一
式
ふ
。
寛
永
十
一
年
の
春
よ
り
六
僚
本
願
寺
の
末
寺
譜
替

の
た
め
、
加
・
越
・
能
三
ク
園
を
勤
逃
せ
り
。
先
年
は
御
城
西
北
に
蛍

っ
て
後
園
町
と
云
ふ
所
あ
り
。
火
災
以
後
移
縛
を
命
ぜ
ら
れ
、
跡
地

は
侍
屋
敷
に
成
る
と
見
b
、
専
光
寺
由
来
記
に
、
八
世
慶
祭
の
時
利

家
卿
の
命
に
依
っ
て
、
御
披
後
町
と
一
式
ふ
蕗
に
て
屋
敷
拝
領
仕
。
利

長
卿
高
岡
へ
御
隠
居
の
時
箆
柴
も
高
岡
へ
隠
居
也
。
御
披
後
町
の
寺

は
本
願
寺
の
別
院
に
相
立
ち
、
則
ち
束
末
寺
と
稀
し
け
る
を
、
利
常

卿
の
時
嘗
地
火
災
に
付
町
制
改
め
ら
れ
、
右
後
町
の
寺
地
を
ば
臭
野

主
馬
上
sq
屋
敷
へ
所
替
す
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
御
披
後
町
は
今
尾

山
紳
祉
の
尻
地
た
る
玉
泉
院
丸
の
下
越
の
地
た
る
ぺ
し
。
故
に
御
披
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五
月
九
日
の
金
揮
火
災
の
後
.
金
谷
の
地
に
あ
り
し
邸
地
を
ぽ
悉
く

移
柑
押
せ
し
め
、
跡
地
を
ぽ
出
丸
と
注
し
、
金
屋
々
敷
と
は
稽
せ
し
に

ゃ
。
三
登
記
に
‘
寛
永
十
一
年
の
春
よ
り
六
保
本
願
寺
の
末
寺
池
轡

云
々
。
先
年
は
御
披
西
北
に
嘗
り
て
後
ロ
町
と
云
ふ
所
に
あ
り
。
火

災
以
後
移
榔
せ
ら
れ
、
跡
地
は
侍
屋
敷
に
成
る
と
蛾
せ
た
る
火
災
は

八
年
の
火
災
に
て
‘
此
の
時
拷
士
の
邸
地
と
成
り
た
る
を
、
十
二
年

の
火
災
陀
町
地
を
改
め
ら
れ
、
金
谷
の
地
に
居
た
る
者
共
悉
く
縛
地

を
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。
さ
れ
ば
金
谷
出
丸
は
此
の
時
よ
り
成
る
事

知
ら
れ
け
り
。
三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
‘
金
谷
後
堂
は
高
山
南
幼

第
地
た
り
と
去
ふ
。
貞
享
困
訟
に
‘
金
谷
第
共
の
初
め
亭
あ
り
。
馬
場

あ
り
。
=
一
・
・
凶
十
年
来
成
式
等
出
来
し
、
公
在
府
民
は
姫
君
又
は
備
州

利
章
君
等
の
母
堂
.
共
の
外
女
性
各
此
の
郭
内
に
居
ら
せ
ら
る
と
あ

り
と
い
へ
り
。
平
衣
按
宇
る
に
、
貞
享
よ
り
三
・
四
十
年
前
は
鹿
安
・
承

服
の
頃
た
り
。
又
利
章
君
等
の
母
堂
此
の
郭
に
居
ら
せ
ら
る
と
あ
る

は
、
綱
紀
卿
の
時
た
り
。
寛
文
元
年
の
日
岐
に
‘
玉
泉
院
様
丸
・
金
谷

屋
敷
商
所
池
a
p掘
、
車
中
行
板
坂
官
丞
・
疋
間
半
平
へ
申
し
渡
す
と
い

ふ
事
見
b
た
り
。
右
池
は
井
戸
を
い
へ
る
た
る
べ
し
。
又
此
の
地
に

殿
閤
治
替
の
事
は
延
貨
の
宋
た
ら
ん
か
。
葛
巻
昌
興
自
記
に
‘
延
寅

金
滞
古
蹟
志
巷
宍

四
回

う
し
ろ
町
と
呼
び
た
る
も
の
也
。

。
金
谷
門
前

十
二
冊
定
書
普
諦
曾
所
部
に
蛾
せ
た
る
元
文
五
年
三
月
金
森
助
方
術

門
の
言
上
書
に
.
金
谷
御
門
前
明
地
b
御
厩
並
に
近
漣
之
者
共
鹿
芥

を
捨
て
、
御
通
筋
穣
敷
由
を
記
載
せ
り
。
金
谷
門
は
金
谷
殿
の
表
門
に

て
、
沓
務
中
は
堂
形
厩
門
と
向
ひ
合
は
せ
に
あ
り
。
門
前
は
庚
み
に

て
、
此
の
庚
み
を
ぽ
金
谷
御
門
前
と
も
御
厩
御
門
前
と
も
呼
ぺ
り
。

此
の
照
み
に
古
松
並
び
あ
り
。
是
大
槻
屋
敷
門
前
の
古
木
也
と
い
ひ

偉
へ
し
か
ど
1

鹿
藩
の
際
伐
木
し
て
、
庚
み
も
今
は
中
間
常
校
の
圏
内

と
成
り
た
り
。

谷

殿

三
州
志
来
因
概
覧
附
録
に
云
ふ
。
金
谷
は
城
外
の
一
殿
閤
た
り
。
泰

露
公
鐙
ぴ
太
梁
公
設
に
泡
老
し
給
ふ
。
故
に
詩
人
之
を
魯
の
隠
公

の
莞
奈
に
比
す
。
頭
誌
に
云
ふ
。
貞
享
元
年
十
一
月
二
日
金
谷
殿
前

に
て
公
命
じ
て
射
手
K
的
を
射
し
め
究
給
ふ
事
奮
記
に
見
b
た
り
と

載
せ
た
る
の
み
に
て
、
此
の
地
を
出
丸
と
た
し
‘
殿
閣
を
始
め
て
経

普
あ
り
し
と
と
を
ぽ
、
三
州
志
位
記
載
せ
宇
。
平
吹
按
守
る
に
、
此

の
地
は
寛
永
八
年
四
月
十
四
日
の
火
災
陀
椴
り
け
る
慮
、
同
十
二
年
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九
年
三
月
廿
六
日
金
谷
屋
敷
御
文
庫
之
前
に
遁
廻
し
之
馬
場
並
に
御

書
院
・
御
亭
、
奮
各
被
a
仰
出
一
一
頃
日
有
増
出
来
、
御
書
院
は
馬
場
の
御

書
院
と
践
し
‘
御
率
は
馬
場
先
の
御
亭
と
践
す
と
あ
る
、
是
共
の
起

原
な
ら
ん
か
。
昌
披
問
答
に
、
貞
享
元
年
十
-
月
二
日
金
谷
亭
前
慌

て
射
手
に
的
を
射
し
め
‘
公
御
覧
じ
給
ふ
と
見
b
.
設
問
公
年
譜
に
、

事
保
十
九
年
五
月
廿
六
日
金
谷
御
新
宅
御
巡
見
、
丹
後
屋
敷
・
蓮
池

に
も
被
為
v
入
、
六
月
十
六
日
金
谷
御
庚
式
御
遊
脅
落
成
に
付
、
今
九

つ
時
前
勝
丸
君
御
移
徒
。
依
っ
て
御
使
越
田
勘
右
衛
門
を
以
て
御
界

風
二
双
・
御
文
護
・
御
硯
箱
・
晒
布
二
十
疋
・
二
種
・
千
疋
被
v
進
v
之
。
同

日
七
時
過
ぎ
御
供
揃
に
て
金
谷
御
殿
へ
被
v
骨
伊
入
。
七
月
朔
白
金
谷

御
殿
於
a
御
敷
舞
護
-
勝
丸
君
御
能
歩
伊
成
。
依
v
之
御
近
習
鷹
栖
左
門

を
以

τ
御
室
菓
子
・
御
肴
被
v

進
と
見
ね
た
り
。
勝
丸
君
は
護
園
公
の

世
子
に
し
て
、
第
七
世
大
願
公
た
り
。
さ

τ此
の
後
明
和
八
年
四
月

十
世
泰
雲
公
致
仕
し
給
ひ
、
此
に
居
室
を
治
普
し
居
給
ひ
、
事
和

二
年
三
月
十
一
世
太
梁
公
致
仕
後
此
に
居
給
ふ
。
叉
十
三
世
温
敬

公
)
鹿
臨
二
年
四
月
致
仕
し
.
居
室
を
此
に
替
み
居
給
ひ
し
か
ど
、

明
治
四
年
九
月
東
京
に
移
住
し
‘
殿
閣
を
段
た
れ
た
り
。

O
金
谷
殿
中
異
襲

四
五




